




青藍会視察（茨城県行方市・石岡市）報告 

 

 

 

会派議員 足立義則 栗山泰三 河南克典 小畠政行 大上和則 

 

 

1.調査活動 茨木県石岡市「朝日里山ファーム」について 

 

（1）活動日時 令和元年 7月 4日(木)  

（2）対 応  石岡市経済部農政課、NPO法人アグリやさと 

（3）石岡市の概要 

   人口 74,939人、世帯 30,876 (平成 31年 4月 1日現在) 

      面積 215.53平方キロメートル 

   合併 石岡市、八郷町(平成 17年 10月 1日) 

 

（4）石岡市の農業 

特徴 

・肥沃な水田地帯と温暖な気候、東京都心から約 70キロという優位性、米、野

菜、果樹など幅広い農業生産。 

・石岡地区では、きゅうりを始めとした施設野菜、小菊などの露地花き類、れん

こんなどの湛水性野菜の生産。 

・八郷地区では、山岳地帯という地理的条件、柿や梨などの果樹類の生産。また、

近年では、有機農業、盛ん。首都圏で高い評価。 

 

課題 

・農業後継者の減少や農業従事者の高齢化、担い手の育成・確保。 

・既設農道は幅員が狭小、谷ツ田も多い、農地中間管理機構の農地集積や、各種

生産基盤の整備。 

・環境を重視した農業生産。 

 

相談から就農までの支援体制 

  就農希望者→石岡市新規就農者支援センター→①夫婦・朝日里山ファーム

(石岡市・次世代投資資金準備型)②夫婦ゆめファーム(JA・次世代投資資金準

備型)③単身やさと菜苑(JA・農の雇用制度)→新規就農  



 

里山ファームの取り組みについて 

目的 新たに農業を営もうとする者に農業経営に必要な技術及び知識を取得

する環境を提供、地域農業の担い手の育成及び地域農業の活性化。 

カリキュラム: 有機農業の実践 

 

考察 

東京から 70キロという地理的優位性を生かし有機栽培を手がけられている石

岡市朝日里山ファーム。夫婦という条件で新規就農者を受け入れ、首都圏に野菜

の産直販売を永年てがける。JA有機部会の絆のもと、JAと生協との太いパイプ

が構築され安定生産・就農に結びつく。何より、農業を始めたいと考えている人

に対して、環境整備や知識も含めてサポートしている点は、新規就農という不安

を抱える方にとって、農業のハードルをかなり下げること繋がっていると考え

られる。こうして人を引きつけていくことは、効果的であると感じた。農業の担

い手の確保を通じて、移住促進にもつながる可能性がある取り組みとして、参考

になると考える。丹波篠山も石岡市と同様、大阪から 70キロ圏にある。JAとの

結びつきをもっと強固にして、新規就農者を受け入れる道しるべとする必要を

痛感した。今後も、研究していきたい。 

 

2.調査活動 「なめがたファーマーズビレッジ」について 

 

（1）活動日時 令和元年 7月 3日(水)  

（2）対 応  なめがたファーマーズビレッジ 

（3）行方市概要 

   人口 34,539人、世帯 12,910 (平成 31年 4月 1日現在) 

      面積 222.5平方キロメートル 

  行方市は、茨城県の東南部にあり、東京都心から約 70km、県都水戸市から

約 40kmの距離に位置しており、東西約 12km、南北約 24km、面積は、166.33km

²、霞ヶ浦と北浦を含めると 222.48km²となります。北は鉾田市と小美玉市、

南は潮来市に隣接し、東は北浦、西は霞ヶ浦（西浦）があります。地形的には

東西の湖岸部分は低地、内陸部は標高 30m前後の丘陵台地（行方台地）により

形成されています。霞ヶ浦沿岸部は概ねなだらかで連続的な稜線であるのに

対し、北浦側は比較的起伏に富んでいます。また、霞ヶ浦湖岸の一部は水郷筑

波国定公園に指定されており、美しい自然景観を有しています。今後は、茨城

空港開港による観光面の活性化や、東関東自動車道水戸線の開通による、首都

圏及び北関東との交流促進や連携強化による地域経済の発展等、飛躍的に向



上することが期待されています。（同市 HPより） 

 

（4）「なめがたファーマーズビレッジ」について 

なめがたファーマーズビレッジは、茨城県行方（なめがた）市にある「さつま

いものテーマパーク」である。ステキな農業と 12次産業を掲げ、コンセプトと

しては、「見る」「食べる」「育てる」日本初の農業体験型テーマパークである。

行方市と JAなめがた、そして白ハト食品工業（大阪府守口市）の三者で協働し

て事業が開始された。その成功は新聞各紙でも報道されている。 

ここでは、「なめがたファーマーズビレッジ」が開始されるまでの経緯（各主

体：行方市・JAなめがた・白ハト食品工業）を踏まえ、自治体としての関り方、

在り方を考えてみたい。 

 

・白ハト食品工業 

この事例において、主要な役割は他でもない白ハト食品工業であろう。同社は、

大阪に本社があるが、関東方面に工場を持ちたいと考えていた。また、サツマイ

モを加工する技術や販路は持っているものの、高品質の原料の安定確保が課題

としてあり、原料を生産する農家減少や高齢化が課題としてあった。こうした中

で、様々な地域を工場立地のため模索していた。 

 

・JAなめがた 

JA なめがたは、行方市がさつまいもの一大産地である中、農業の就業人口や

高齢化が深刻で、地元の若者の働く場、農業の後継者を育てたいとの思いがあっ

た。 

 

 ・行方市 

 行方市では、統廃合予定の学校が 18校あり、地域にとって愛着のある学校を

どのように活用等していくのかが課題としてあった。また、JA なめがたの持つ

問題意識は当然、共有していたと考えられる。 

 

・二者（白ハト・JAなめがた）の出会い 

こうした中で、この二者を強固に結びつける出来事として、2011 年の東日本

大震災がある。復興支援に係る取り組みの中で、信頼関係を構築していくことに

なる。そして、JA なめがたは、白ハト食品工業が工場建設地を探していること

を知り、行方市内にある統廃合予定の学校を回り、候補地を２つに絞り、白ハト

食品工業に提案する。JA はこの誘致にあたり、単なるさつまいもの加工工場で

はなく、体験型機能を持つ工場にすることに強いこだわりを持っていた。これは、



先述の問題意識から端を発していると推察する。 

 

 ・二者（白ハト・JA）の地元協議 

 具体化に向けた地元協議は、4回に渡って開催され、行政への協力や農家の理

解を得る取り組みを行った。こうした協議の甲斐もあり、10 万坪の耕作放棄地

の提供、300名に及ぶ農家からの出資を取り付けた。 

 

 ・「なめがたファーマーズビレッジ」のスローガン 

 従来の「汚い・きつい・危険」の 3Kといった農業に対するイメージを変える

べく「きれい・かっこいい・気持ちいい」の新 3K農業に取り組んでいる。 

 

 今回の事例は、民間事業者らが主導であり、舞台づくりは行政の手の届かない

次元で進められていたように考えるが、仮にそうした提案がなされた際に、素早

くリアクションができるかどうか、行政として積極的に関わっていけるかどう

かは、大きな分岐点ではないだろうか。 

 「さつまいものテーマパーク」という既成概念を超えるような提案に対しても、

先見の明を持ち、反応できるような感覚を持てるよう、常日頃から関係者等と連

携し、情報収集等に努めなければならない。黒豆など多くの特産のある本市にお

いても同様の展開が起こることも可能性としてないわけではない。本市の企業

誘致の方向性のひとつに、食品関連企業を農工団地に誘致しようとしているこ

とは、理に適っていることを改めて確認できた。今後の企業誘致の動向に注視し、

適宜、提案等していきたい。 

  












